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高等学校（理科・物理基礎）学習指導案 

 

１ 単元名（教科書名） 

 「第１編 運動とエネルギー 第１章 運動の表し方」 （物理基礎 数研出版） 

 

２ 単元について 

(1) 教材観 

本単元では，物体の運動を変位，速度，加速度など諸物理量の正確な定義に基づき，主に等加速

度直線運動について定量的かつ体系的に学習する。単元の後半では様々な等加速度直線運動をグラ

フや関係式で表現する。また，落体の運動を等加速度直線運動の１つとして学習する。 

本単元で学習する変位や速度などは，物体の運動を表す基本的な物理量である。そのため，実験

を通して時間や位置を測定し，データの解析を通して理解を深めることが重要である。また，測定

した物体の運動を，変位－時間のグラフや速度－時間のグラフで表す方法は，運動の解析の基本

的な手法として学習する重要性が高い。これらの学習を通し，日常に起こる物体の運動につい

て観察，実験を通して物理学的に探究し，身近な物理的な事物・現象を物理学的に解釈しよう

とする態度を育成することをねらいとする。 

 

(2) 生徒観 

 本学級の生徒は日々の授業に真面目に取り組む生徒が多い。教師の説明には積極的に耳を傾け，

指導によく従おうとする。等加速度直線運動は中学校で内容の一部を学んでいることもあり，定性

的な議論はよく理解する。その一方で，文字を使った計算やグラフによる考察を苦手する者も見受

けられ，学習内容の数学的な取り扱いには，手立てを必要とすると思われる。問題演習において

は，ある程度解決の見通しが立ってくれば自分たちで解決しようとするが，教師の説明と問題との

関連を見出せないと，グループ活動において何を友人に尋ねればよいのか戸惑う生徒も多い。また

前時の等加速度直線運動の 1回目の演習において，「どの関係式を，どういう理由で選ばなくてはい

けないのかが分からない」という生徒の意見が多く見られた。 

 

(3) 指導観  

 学習内容の難易度が高くなる場面においては，何をどのように学ぶかを明確にして，生徒の集中

を高める必要がある。また等加速度運動の演習は２時間目であるが，前時においては生徒に戸惑い

が見えた時点で，問題を図解したり，与えられた数値を物理量の記号で置き換えたりという指導を

行った。それでも難しく感じる生徒もいたので，本時の問題演習においては，前時の内容の丁寧な

振り返りや，前時と本時の学習内容の違いについての説明が必要になる。演習中の教師とのやりと

りにおいて理解が深まる生徒もいたことから，授業内で生徒からの疑問を取り上げ，それに対応し

た説明を加えることで理解を深めさせたい。また展開についてはグラフから運動を考えさせたり，

やや複雑な運動の v-t 図を考えさせたりする発問によって，論理的な思考力を高めるようなグループ

活動になるよう試みたい。 
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３ 単元の目標 

日常に起こる物体の運動を観察，実験などを通して探究し，それらの基本的な概念や法則を理

解するとともに，運動とエネルギーについての基礎的な見方や考え方を身に付ける。 

 

４ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

① 物体の運動に関心を

持ち，意欲的に探究し

ようとしている。 

② 物体の運動につい

て，式やグラフに表そ

うとしている。 

③ 物体の運動について

考察し，その結果を表

現している。 

④ 物理量の正負に注意

し て 物 体 の 運 動 を   

考察し，その結果を   

表現している。 

⑤ 運動の実験・観察

を通して，決まった   

時間間隔で物体が   

移動した距離から速   

度の変化を調べてい

る。 

⑥ 物理量の定義に

ついて理解し，知

識として身に付け

ている。 

⑦ 運動を表す公式

の意味について理

解している。 

 

 

５ 単元の指導計画 

    速度・・・・・・・（３時間） 

   加速度・・・・・・（本時３／３時間目） 

   落体の運動・・・・（３時間） 

 

６ 本時の目標 

 加速度が負の場合の等加速度直線運動について，グラフや図などを用いて説明することができる。

また，等加速度直線運動の様子について，グラフや式を用いて考えることができる。 

 

７ 本時の評価規準 

評価規準 評価の観点 評価の方法 

加速度が負の場合の等加速度運

動を，グラフや式を用いて表し

説明することができる。 

思考力・判断力・表現力 発表，ワークシート 

「おおむね満足」 加速度が負の場合の等加速度運動を，v-t 図で表すことができる。 

「十分満足」 
加速度が負の場合の等加速度運動を v-t 図で表し，そのグラフを基に

数式や物理量を用いて物体の運動を説明することができる。 
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８ 本時の展開 

過 

程 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法等） 

導 

入 

 

・等加速度運動の v-t 図を思い出す。 

・グラフの傾きが加速度を表し，囲まれ

た面積が移動距離を表すこと，v-t 図

から関係式が導けることを確認する。 

 

・前時の課題に記入された質問

から代表的なものを選び，前

時のスライドと関連付けて紹

介する。 

 

展 

開 

 

・傾きが負の v-t 図を見て，どのような

運動を表しているのかを，図や文章で

表現する。 

 

・日常生活内での運動を考える。 

 

 

・負の場合の関係式が，正の場合と変わ

らないことを確認する。 

 

 

・関係式を使って演習問題を解く。 

・プレゼンテーションソフトの

スライドにグループごとに考

えを記入させ，スクリーンに

選択表示する。 

・投影が上手くいかない場合に

は，紙に書かせて回収し，い

くつかを発表する。 

・関係式の説明では，加速度の

符号が負になっただけである

ことを特に強調する。 

 

・前時や課題の問題演習に戻り

丁寧な振り返りを行う。 

・演習中の疑問はなるべくメモ

させ，それを全体に紹介し，

共有化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・斜面上における往復運動を観察し，v-t

図をグループでつくる。 

 

 

・グラフの概形を運動に結び付けて説明

する。 

・v-t 図の面積から，往路の時間と復路

の時間，初速度の大きさと元の位置に

戻ったときの速さがそれぞれ同じであ

ることを見いだす。 

 

 

・往復運動の間，加速度の大き

さが同じであることを確認し

ておく。 

 

・プレゼンテーションソフトの

スライドにグループごとに考

えを記入させ，スクリーンに

選択表示し，共有を図る。 

・投影が上手くいかない場合に

は，各グループで板書させ

る。 

 

【思考・判断・表

現】④(発表・ワ

ークシート) 

 

ま 

と 

め 

・確認テストを行い学習の振り返りを記

入する。 

  

 


